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の“Application of optgenetic technologies to vision 
- Restoring vision for blind patients -”(オプトジェネティ
クスの視覚への応用－失明者の視覚再建に向けて－ )で
ある．視細胞の変性による失明の原因疾患，網膜色素変











伝子 (Volvox channelrhodopsin-1; VChR1)をさらに改変























growth factor-1)と，リン酸化Akt下流のmTOR(; mammalian 
torget of rapamycin)経路におけるS6タンパク質のリン
酸化が増加することで促進している可能性が示唆され
た，という内容であった．ありがたいことに，興味をもっ
てコメントをしてくださる方とディスカッションをする
こともできた．しかし厳しい指摘に自らの実験の詰めの
甘さ，努力不足を痛感せざるをえなかった．私がこの悔
しさを深く胸に刻み付ける中，第91回日本生理学会大
会は3月18日，無事に閉幕した．
　以上，私にとって今回の学会参加は成果あり，課題あ
りと大変有意義なものとなった．ところで，鹿児島が世
界に誇る屋久島の縄文杉は，樹齢1000年を超えた杉を
指すらしく，それよりも若い杉は外見がどんなに立派で
あろうと「小杉」と呼ばれる．研究者として，いや人間
として，私はまだまだ未熟ないわば細い細い「小杉」で
ある．今回の学会で得たものを糧に，金沢大学という肥
沃な土壌でいつか名実共に「縄文杉」のようになるべく，
今後これまで以上に勉学に励みたい．
